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認定 NPO 法人 抱樸（ほうぼく） 

〒805-0015北九州市八幡東区荒生田２-１-３２ 

TEL 093-653-0779 FAX 093-653-0779 

担当 小幡   npo@houboku.net  

日本初の「ひとりも取り残されないまち」をつくる 

           ～日本の孤立問題の本質と「希望のまち」プロジェクト～ 

                    記者懇談会のご案内 

OECD 調査等でも「孤立・孤独先進国」となってしまっている日本社会で、SDGs 未来都市の北九州市にお

いて、日本初となる「新たなまちづくり」がスタートします。日本の生活困窮者支援に長年取り組み、「家

族機能の社会化」を進める、認定 NPO法人抱樸・理事長（ホームレス支援全国ネットワーク理事長）の 

奥田知志が、今の孤立孤独問題や居場所問題についての最新の調査結果の持つ意味を解説するとともに、

「希望のまち」プロジェクトが日本のロールモデルとして生み出したい価値と役割についてご説明させて

いただきます。社会課題に関心を持たれて取り組んでおられるメディアの皆様をご招待して、ぜひご一緒に

社会の未来について懇談させていただきたいと思います。ふるってご参加をお待ちいたしております。 

 

【開催概要】 

 ▪日時 2022年 4月 25日（月） 15：30～16：30（受付開始 15：15） 

 ▪場所  TKP品川カンファレンスセンター  ミーティングルーム 10I  

〒108-0074 東京都港区高輪 3-25-23 京急第 2ビル 受付 9F (JR品川駅 高輪口 徒歩 3分)  

 （オンライン（Zoom）でもご参加いただけます。） 

▪発表者 奥田知志 認定 NPO法人抱樸理事長 希望のまちプロジェクト推進本部代表 

 ▪参加お申し込みフォーム  https://pro.form-mailer.jp/fms/7691cb32198216 

  申し込み締め切り：4 月 19 日（火）※締め切り延長しました 

 ▪内容 

   ・孤立問題、居場所問題の今の日本の現状と課題の本質 

   ・希望のまちプロジェクトが日本初で生み出すもの 

   ・意見交換・質疑応答 

 

 

 

 

 

※「認定 NPO法人抱樸」とは 
1988 年に発足し、北九州を拠点に、生活困窮者や社会からの孤立状態にある人々の生活再建を支援する認
定 NPO法人。コロナ禍では 1万人を超える方から 1億円以上の寄付を集め、全国 10ケ所で居住支援事業を
展開。「2021北九州 SDGs未来都市アワード」で「SDGs 大賞」を受賞。 ｈｔｔｐ：//www.houboku.net 
※「希望のまちプロジェクト」とは 
 特定危険指定暴力団工藤会の本部跡地を活用して「希望のまち」の拠点をつくり、「誰もひとりにしないまち」
を実現するプロジェクト。2022年 4月から寄付キャンペーンがキックオフ。 

奥田 知志(おくだ ともし) 認定 NPO法人抱樸理事長 

東八幡キリスト教会牧師。30年以上生活困窮者に向き合う。 

https://pro.form-mailer.jp/fms/7691cb32198216
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